






















































































1 王 壬 　
はこの３つの部品字体を包摂した抽象部品を J1 とすると
• 王 → J1





• ⿺麥 x → J180(x)




• ⿸厂⿱ xy → ⿸ J179 ⿱ xy
• ⿱⿸厂 xy → ⿸ J179 ⿱ xy
のように漢字構造の差として解釈するか、あるいは、
• 厂 → J179′
チェック手法を提案している。
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82 艹 ⺿ ⻀






• 艹 → J82 , ⺿ → J82 , ⻀ → J82
• ⿱ ⿰幺幺 → J83
• ⿱ J82 ⿰幺幺 → J83
• ⿰玄玄 → J83
となる。この場合、元々の JIS の包摂規準の規定では部分字体に対する複数の包摂規準の順次適用






しかしながら、IWDS-1 の場合、連番 22, 54, 55, 56, 99, 104, 117, 119, 203, 214, 221, 222,









即ち、上に「一」を n 個、中に「丶/一」を n 個入れたものも包摂するという結論になるがこれは
やや直観に反するかも知れない。
3 IWDS-1 での衝突評価
IWDS-1 を形式化（完備化）したものを CHISE 漢字構造情報データベースに対して適用し、そ
の全ての正規形を求め、同じ正規形になった統合漢字を調査した。その結果、漢字構造記述を持つ




この内、約 1/4 にあたる 379件を調査した所、包摂される UCS 統合漢字の全てが異体字関係
になると思われるものが 222 件、不明なものが 48件、別字衝突を含むものが 109 件あった。
別字衝突に含まれる包摂規準の内、異体字と別字衝突の用例数が 5以上のものを適合率の低い順
に並べると
IWDS-1:0114 (且/旦) 異体字=1, 別字衝突=12 ; 適合率=7.7%
IWDS-1:83+182 (田/毋/毌/母) 異体字=2, 別字衝突=10 ; 適合率=17%
IWDS-1:0186 (柬/東) 異体字=2, 別字衝突=4 ; 適合率=33%
IWDS-1:20+21+53 (　/冃/月/　) 異体字=2, 別字衝突=3 ; 適合率=40%
IWDS-1:0037 (員/十) 異体字=8, 別字衝突=10 ; 適合率=44%
IWDS-1:22+54+55+56+99+104+117+119+203+214+221+222+236+249+250+346
(几/儿/丷/八/丸/凡/卂/丌/兀/尤/茄/九/尢) 異体字=23, 別字衝突=37 ; 適合率=49%
IWDS-1:1+252 ( /壬/王/玉) 異体字=11, 別字衝突=9 ; 適合率=55%
IWDS-1:0239 (大/犬) 異体字=5, 別字衝突=4 ; 適合率=56%
IWDS-1:0096 (屮/山) 異体字=7, 別字衝突=5 ; 適合率=58%
IWDS-1:0118 (冃/日/曰) 異体字=7, 別字衝突=5 ; 適合率=58%
IWDS-1:0246 (豕/豖) 異体字=3, 別字衝突=2 ; 適合率=60%
IWDS-1:0152 (艹/卝) 異体字=14, 別字衝突=8 ; 適合率=64%
IWDS-1:0305 (⿱・⿸) 異体字=111, 別字衝突=57 ; 適合率=66%
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IWDS-1:0307 (⿰・⿺) 異体字=178, 別字衝突=88 ; 適合率=67%
IWDS-1:120+121+122+123 (已/㔾/己/巳) 異体字=6, 別字衝突=3 ; 適合率=67%
IWDS-1:72+312 (士/　/土) 異体字=14, 別字衝突=7 ; 適合率=67%
IWDS-1:220+220a (殳/　/　) 異体字=6, 別字衝突=2 ; 適合率=71%
IWDS-1:189,243,331 (免/兎/兔) 異体字=5, 別字衝突=2 ; 適合率=71%
IWDS-1:0180 (幵/开) 異体字=4, 別字衝突=1 ; 適合率=80%
IWDS-1:0181 (并/幷) 異体字=6, 別字衝突=1 ; 適合率=86%
IWDS-1:199+355+356+357 (艮/　/皀/　) 異体字=8, 別字衝突=1 ; 適合率=89%
となる。
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